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① 複数シャーシプール設置による走行距離等削減および配車効率の効果検証イメージ

• 第２回シャーシシェアリング実証実験（以下、今回実験という）では、シャーシプール設置箇所を１箇所（南本牧）から２箇所（南
本牧、本牧）に増設して実施予定。

• シャーシプールを増設することにより、業務に応じて利便性の高いシャーシプールを選択することが可能になることから、走行
距離・時間短縮や配車効率向上の効果が期待できる。

項目 検証方法

複数シャーシプール設置による
走行距離等削減効果

〇今回実験において、最初と最後の業務が南本牧または本牧のコンテナターミナルとなっている車両
を対象に、位置情報データより走行距離・時間を算出。

〇利用陸運事業者が通常利用している車庫を発着地とし、その走行距離・時間を試算。
〇上記を比較することにより、走行距離・時間の削減効果を算出。

シェアリングの利便性向上による
稼働率向上効果の検証

〇運転日報情報（業務内容、発着地等）より、シャーシの稼働率を分析。
〇配車係へのアンケート（日報記載）により、効率化事例を把握。
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複数シャーシプール利用による走行距離等削減イメージ （業務開始時にシャーシを借用する場合）
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① 複数シャーシプール設置による走行距離等削減および配車効率の効果検証イメージ

【Before】現状 【After】シェアリング用シャーシプール複数箇所 （今回実験）
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荷主
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①20ftコンテナをAコンテナ
ターミナルへ搬入

②自社シャーシプールで
20ftシャーシから40ftシャーシに付け替え
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20ftシャーシを返却
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複数シャーシプール利用による走行距離等削減イメージ （業務途中でシャーシを付け替える場合）

Aシェアリング用
シャーシプール

③Bシェアリング用
シャーシプールへ移動

20ft返却

40ft借用

④隣接するBコンテナターミナル
で40ftコンテナを積込み

Bコンテナターミナルでサイズの異なるコンテナを
積み込むため、シャーシの付け替えが必要
→自社シャーシプールに戻らなければならない
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当日朝

② シャーシプールの利用方法変更による配車効率の効果検証イメージ

項目 検証方法

シャーシの
稼働内容の
分析

〇運転日報情報から取得されるシャーシの利用ステータス（コンテナ積載の有無、走行（配送）・待機の別など）よ
り、シャーシの稼働内容を分析。

〇夜間や早朝の利用、オンシャーシでのシャーシプールでの待機などによるシャーシの稼働率の向上効果を検証。

• 今回実験では、シャーシプールの利用時間を24時間（前回は8時～19時）に拡大、およびオンシャーシ（空コン）駐車可能とし実
施予定。

• 翌日早朝配達やコンテナターミナルクローズ時間帯の帰車など、業務に応じたシャーシプールの利用が可能になることから、
配車効率向上の効果が期待できる。

利用時間拡大による配車効率向上イメージ （早朝におけるコンテナ引き取りの場合）

当日朝

前日夕方

【Before】貸出時間8時～19時 （前回実験）

①前日19時までにシェアリングシャーシを
借用し、自社シャーシ プールへ戻る

②当日朝、自社シャーシプール
からコンテナターミナルへ移動し
コンテナ引き取り

ターミナルの早朝（7:30）オープンに
合わせ、前日から借りなければなら
ない

自社シャーシプール

シェアリング用
シャーシプール

【After】24時間貸出 （今回実験）

シェアリング用
シャーシプール

当日朝、シェアリングシャーシを借用し
早朝オープンのコンテナターミナルで
コンテナ引き取り
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② シャーシプールの利用方法変更による配車効率の効果検証イメージ

オンシャーシ（空コン）駐車による配車効率向上イメージ （荷主へ配達後空コンを返却する場合）

当日朝

当日朝

前日夜

荷主

自社シャーシプール

①前日、自社シャーシプールに
オンシャーシ（空コン）で戻る

②当日朝、自社シャーシプール
からコンテナターミナルへ移動し
空コン返却

翌日コンテナターミナルに空コンを返却したい
→シェアリング用シャーシプールではオンシャーシ
駐車できないため、自社シャーシプールで台切り

前日夜

荷主

前日、シェアリング用シャーシプールに台切りし
当日朝、コンテナターミナルへ空コン返却

シェアリング用
シャーシプール

×

【Before】オンシャーシ駐車不可（前回実験） 【After】オンシャーシ駐車（空コン）駐車可能（今回実験）
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① CONPAS予約業務への活用 ②配車業務への活用
（配車の組み替えの効率化）

③荷主問合せへの対応

③ 位置情報の活用による配車効率の効果検証および利用上の課題の把握イメージ

項目 検証方法

位置情報の活用による配車効率の効果
検証

〇配車係へのアンケート（※日報記載）により、位置情報の利用状況や利用目的を把握。
※日報に位置情報の利用の有無や理由を記載する欄を設け、活用事例を把握。

位置情報の利用上の課題の把握 〇事後アンケートにより、位置情報を活用する上での課題を把握。

• 今回実験では、利用陸運事業者が予約システム上で利用中のシャーシの位置情報が把握可能として実施予定。
• 利用陸運事業者の配車係がシャーシの位置情報を活用することにより配車業務の効率性向上の効果が期待できる。
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CONPASの予約

位置情報を確認

（出典：Google mapに加筆）

A

A車は保土ヶ谷バイパス
まで来たので、CONPAS

の予約をしよう

B

無線での
確認不要×

道路渋滞などを確認しながら、複数の車両の位置確認や
帰着順を予想し、配車を効率的に組み替え

A車は渋滞で帰着が
遅れる見込み！

B車、D車は40ftなので、
合わない・・・

○○道渋滞▲km

○○工場への20ftの輸
送はA車からC車に変

更しよう！

まだコンテナが到着しないが
どのくらい遅れそうですか？

荷主

リアルタイムの位置情報を確認し、
荷主からの問合せに迅速に対応！

Ａ車は、○○工場に
あと１５分ほどで到着
しそう！

位置情報の活用による配車効率向上イメージ

（出典：Google mapに加筆）

（出典：Google mapに加筆）


